ニコニコ超会議2012
「未来の超宇宙展」
「超クリエイターズサミット」
出展について
2013/2/15
SOMESAT　hem

０．出展までの経緯
	2012年1月28日
	ドワンゴの伊予柑氏からニコニコ超会議への出展依頼

	同
1月29日
	SOMESAT内打ち合わせ

	同
2月～4月
	出展準備

	同
2月27日
	ドワンゴ本社にて打ち合わせ

	同　3月11,18日 
	SOMESAT内打ち合わせ

	同　4月28,29日
	ニコニコ超会議（未来の超宇宙展、超クリエイターズサミット）


１．出展概要
参加者（敬称略）

	展示担当者
	機響屋、hem、masuno-sk、つうな、r-man、tomowiki、fwne4073、ken_ini、ezshooter

	WBS原案作成・カメラマン
	east_jackal

	機材・モックアップ製作者
	KY、xyz


（１）【未来の超宇宙展】　「はやぶさ２」から、「ネギふり衛星」まで
JAXA、なつのロケット団、SOMESATによる展示。
SOMESATは団体説明用のパネル、開発中の部品展示、SOMESAT-PVの放映を行った。
（２）超クリエイターズサミット「未来の超宇宙」
JAXA、なつのロケット団、SOMESATの三者による活動紹介とトーク。[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]



（３）来場者の反応
・性別比は男女比で8：2程度。
・年代は大学生・高校生と40代以上が主。
・女性の場合大学生、高校生が主で、他のイベントのついでがほとんど。
・来場者の大多数が 初音ミク＆はちゅね を知っている、SOMESATは知らない。
・来場者の大多数がSOMESATのことを知らなかった。
（知っている人は大体これまでに出展イベントにて来訪済みの人）

・ミッションの意外性に驚き、面白がる反応が多かった。
・普通の人は、まず動画＝SOMESAT-PVに視線が集中。
　（ JAXAの人も 自分たちも動画を持ってくれば良かった…とのつぶやき ）
・直接手に取れる 機響屋さんのモックアップが好評。
・xyzさんのモックアップは 携帯カメラ等で撮影する人が多い印象。
・親子連れの来場者もいたが 父親が熱心に質問、子供はつまらなさそう
　（ 父親世代は 開発の苦労話や技術を聞きたい感じ ）
　（ 子供世代は 目で見て直接触れるモノが もっと欲しかったかも ）
・動く・光る実験機材も用意したが 技術者からの質問が多い。

（４）メディア掲載実績
宇宙ネギ振り衛星“はちゅね”と民間ロケット“ゆきあかり”【ニコニコ超会議】（週アスPLUS　webサイト　2012/05/02）
http://weekly.ascii.jp/elem/000/000/086/86690/

「宇宙で、初音ミクに、ネギを振らせたい。」民間衛星プロジェクトSOMESAT開発者インタビュー（週アスPLUS　webサイト　2012/07/11）
http://weekly.ascii.jp/elem/000/000/096/96023/

超会議の良かった点・改善点
ドワンゴに対して
	良かった点
	・展示物の輸送を代行してもらえた。
⇒通常SOMESAT各自で行うので、当日の荷物が減った。
・ブースで電力が使える
⇒現地で電力が確保できない時は、バッテリーなどで展示をしていたので、展示内容に制限があり、またイベント当日の荷物が増える一因だった。
・ブースに液晶パネルが用意されている
⇒持ち込む荷物・会場での使用電力などの制限があり、動画展示も小規模に行っていたが、今回は目立つ形で動画展示が可能だった。
・ブースに設置する大型パネル
⇒パネルの印刷コスト・長距離でも運べるサイズの限界などがあり、パネルはあまり準備できなかったが、今回は３枚のパネルを作成してもらえた。
・ブースに設置する小型プレート
⇒各展示物説明用の小型プレートも、従来は 展示者本人の作業負担があったので、あまり用意できなかったが、今回はドワンゴ側に準備してもらえた。
・ブースの机にテーブルクロスが用意されていた
⇒テーブルクロスを持参するのは展示の見映えの上で大事だが、準備作業＆当日の荷物が増える一因だった。この負担が軽減された。

	・改善点
	・イベントの参加打診連絡の遅さ
⇒今回の参加打診は３か月前だったが、このような大規模イベントなら６～１２か月前に打診が欲しかった。
・宇宙ブースに設置されているポスターの誤字
⇒「衛生」では無く、「衛星」。
・昼食の連絡不備
⇒弁当の配布場所が説明ではわかりづらく、初日は会場内を30分程右往左往した。


SOMESATに対して
	良かった点
	・イベント準備も含めると10人前後の人員が動けた事。
⇒人数が多い方が準備作業の分散を図りやすく、当日のブースでも交代可能となる。（反面、人数が多いと、連絡が大変になる ）
・動画を使った説明もできた
⇒今回展示した物は、開発から1-2年経過した物が多く、ニコニコ動画に既に動画がアップロードされていた物も多かった。
そのため、現地でニコニコ動画に接続して、口頭では足りない部分を動画を使って補足説明できた。
・別の展示で参加していた他のメンバーに会えた

⇒未来の宇宙展枠では参加してないが、別枠のニコつく等で出展していた他のSOMESATメンバーと顔を合わせられる貴重な機会となった。

	・改善点
	・メール連絡体制の不備
⇒重要連絡が届いてないケースが散見された。
（例　添付ファイルを受け取れない、メール本文中にwebアドレスがあったため弾かれた、PCからのメールを弾いていた、特定の通信ルートのメールを弾いていた etc）
・連絡手段の複数化
⇒上記の理由により、メールだけでは重要連絡が伝わってない時があるので、メール以外に skype・twitter・IRC など相互連絡する手段は複数確保した方が良い。
・作業進捗について
⇒チーム全体で大雑把でもいいから 作業進捗を互いに把握する必要があるのだが、人によっては 作業報告する意味が解ってないのか、　大雑把な進捗連絡すらしない人が何名かいた。
・情報の告知範囲
⇒不特定多数に告知／チーム内のみ告知／特定人のみに告知など、告知範囲について各人でかなり認識差アリ。チーム内で混乱を生む要因となる。
・動くはちゅねの不在
⇒実際に現地ではちゅねがネギ振りしていたら、もっと効果が高かったかも。動くはちゅねは、補欠要員を1-2匹用意した方がいいかも。


超会議出展の結果を踏まえ、SOMESATの今後の活動に反映すべき点
	良かった点・改善点をまとめられたのが良かった。

次からは、計画→実施→評価→改善をスムーズに行えたら、より良くなるとと思います。




